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橋
梁
形
式
～
幅
員
に
つ
い
て

断
面
図

　　　10月1日は「土地の日」です～

一般道道　八雲今金線
《今金橋》架換事業計画

まちづくり推進課

【
今
金
橋
】
は
昭
和
34
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、

54
年
が
経
過
し
た
老
朽
化
が
著
し
い
橋
梁
で

す
。

こ
の
た
め
地
域
の
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

安
全
・
安
心
を
目
的
と
し
、
事
業
計
画
を
立
案

し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
橋
梁
の
詳
細
設
計
、
平
成
27
年

度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

平成27年度から工事着手予定

0

町役場・消防
国保病院

今金小学校

今金養護学校保育園
幼稚園

ライスセンター

今金中学校

　

８
月
24
日
、
今
金
橋
架
替
事
業

計
画
の
住
民
説
明
会
を
町
民
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
に
住
ま
れ
て
い
る
方
や
、

近
接
す
る
企
業
、
学
校
関
係
者
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
工

事
の
概
要
、
国
土
交
通
省
と
の
協

議
に
よ
っ
て
決
定
し
た
通
行
止
め

を
含
め
た
交
通
規
制
に
関
す
る
内

容
を
交
え
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
26
年
度
に
【
今
金

橋
】
架
換
工
事
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
架
換
工
事
の
実
施
中
は
【
今
金

橋
】
の
【
全
面
通
行
止
め
】
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
通
行
止
め
期
間

中
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、【
田
代
橋
】【
利
別
大

橋
】
を
ご
利
用
す
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
全
面
通
行
止
め
の
期
間

は
、
平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
幅
員
の
比
較
】

※
整
備
前
は
、
車
道
と
歩
道
が
分

離
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
整
備
後
で
は
車
道
と
歩
道
が

一
体
構
造
と
な
り
ま
す
。

※
整
備
後
は
、車
道
幅
が「
1.5
ｍ
」

広
が
り
ま
す
。

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局

函
館
建
設
管
理
部　

今
金
出
張
所

　

技
術
係
（
道
路
担
当
）
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函
館
建
設
管
理
部
今
金
出
張

所
主
催
住
民
説
明
会
開
催

施
工
時
の
う
回
路
に
つ
い
て

今
金
橋
橋
梁
工
事
の
お
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て

整備前 整備後

※車道部幅員1.5m増
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 10月は「土地月間」、

レンタル機材の提供に関
する災害協定を締結

まちづくり推進課

今
金
町
区
域
内
に
お
い
て
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規
模
な
火
災

に
対
応
し
、
災
害
後
の
町
民
生
活
の
早
期
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
業
者
で
レ

ン
タ
ル
機
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
と
災
害

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

万が一災害への対応のために

　

８
月
21
日
、
株
式
会
社
ナ
ガ
ワ

と
株
式
会
社
レ
ン
テ
ッ
ク
今
金
営

業
所
と
今
金
町
と
の
間
で
「
災
害

時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提

供
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
地
震
や
後
志
利
別
川
の
氾
濫

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

町
の
要
請
に
応
じ
て
レ
ン
タ
ル
機

器
（
建
設
重
機
、発
電
機
、ス
ト
ー

ブ
、
ト
イ
レ
な
ど
）
を
提
供
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災

害
復
旧
支
援
へ
の
協
力
態
勢
が
一

段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
金
町
役
場
を
訪
れ
た
株
式
会

社
ナ
ガ
ワ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
長
・

高
井
勇
氏
と
株
式
会
社
レ
ン
テ
ッ

ク
今
金
営
業
所
所
長
・
須
田
清
徳

氏
は
、
外
崎
町
長
と
協
定
書
を
交

換
し
、
災
害
時
の
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
レ
ン
タ
ル
協
力
を
申

し
出
い
た
だ
き
「
万
一
の
際
は
当

社
の
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
た

い
」と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
業
者
で
レ
ン
タ
ル
機
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
の
2
社

㈱
ナ
ガ
ワ
と
㈱
レ
ン
テ
ッ
ク
と
今
金
町
が
災
害
協
定
を
締
結

年金支給額引き下げ 
10月から1.0%減額に

税務住民課

▼
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
額
は
、
平
成
11
年
か

ら
13
年
ま
で
の
間
に
、
物
価
が
下
落
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
金
額
を
特
例
的
に
据
え
置
い
た
こ
と
か

ら
、
年
金
制
度
と
し
て
本
来
想
定
し
て
い
る
支
給
額

よ
り
も
、
2.5
％
高
い
水
準
（
特
例
水
準
）
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

▼
そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

の
3
年
間
で
解
消
す
る
こ
と
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

日本年金機構からのお知らせ

　

現
在
の
年
金
額
は
、
過
去
に
物

価
が
下
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
金
額
を
据
え
置
い
た
こ
と

で
、
本
来
の
水
準
よ
り
も
2.5
％
高

い
水
準
（
特
例
水
準
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
法
律
改
正
で
、
平

成
25
年
10
月
、
平
成
26
年
４
月
お

よ
び
平
成
27
年
４
月
に
段
階
的
に

特
例
水
準
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ

り
、
年
金
財
政
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
将
来
の
受
給
者
と
な
る

若
い
世
代
に
も
考
慮
し
て
、
世
代

間
の
公
平
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
10
月
分

以
降
と
し
て
お
支
払
い
す
る
年
金

額
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
額

か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
1.0
％
の
改
定
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
解
消
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
平
成
26
年
４
月
マ
イ
ナ
ス

1.0
％
、
平
成
27
年
４
月
マ
イ
ナ
ス

0.5
％
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
物
価
・
賃
金
が
上
昇
し
た
場
合

に
は
、
引
き
下
げ
幅
は
縮
小
し
ま

す
。）

（
１
）
な
ぜ
、
平
成
25
年
10
月
分

か
ら
の
年
金
額
が
下
が
っ
た
の
で

す
か
？

▼
現
在
の
年
金
額
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
平
成
14
年
度
に
か
け
て
、

物
価
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年

金
額
を
据
え
置
い
た
こ
と
で
、
法

律
が
本
来
想
定
し
て
い
る
水
準

（
本
来
水
準
）
よ
り
も
2.5
％
高
い

水
準
（
特
例
水
準
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
24
年
11
月
に

法
律
改
正
が
行
わ
れ
、
現
役
世
代

（
将
来
の
年
金
受
給
者
）
の
将
来

の
年
金
額
の
確
保
に
つ
な
げ
、
世

代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
に
、
平

成
25
年
10
月
分
以
降
と
し
て
お
支

払
い
す
る
年
金
額
は
、
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
額
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス

1.0
％
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
２
）
い
つ
の
年
金
支
払
い
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
か
？

▼
改
定
後
の
年
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
12
月
（
10
月
分
、
11
月

分
）
か
ら
の
お
支
払
い
と
な
り
ま

す
。

（
３
）
新
し
い
年
金
額
の
お
知
ら

せ
は
、
い
つ
送
付
さ
れ
ま
す
か
？

▼
改
定
後
の
年
金
額
は
、
年
金
額

改
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

年
金
額
改
定
通
知
書
は
、
12
月

13
日
の
支
払
い
に
向
け
、
原
則
と

し
て
、
年
金
振
込
通
知
書
と
一
体

と
な
っ
た
お
知
ら
せ
（
ハ
ガ
キ
）

で
、
12
月
４
日
以
降
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
、
順
次
、
年
金
受
給
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
分
か
ら
の
年

金
額
の
改
定
に
つ
い
て

平
成
25
年
10
月
分
か
ら
の
年
金

額
の
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

表　年金額（月額）の推移
年月（引下げ幅） 国民年金
平成24年 4月～ 65,541円
平成25年10月～
（▲1.0％）

64,875円
（▲666円）

平成26年 4月～
（▲1.0％）

64,200円
（▲675円）

平成27年 4月～
（▲0.5％）

63,866円
（▲334円）

※仮に物価・賃金が上昇も下
落もしないと仮定したもの
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